
12月の主な行事予定

栄養指導（4年）
クリスマスコンサート観覧
世界エイズデー（～9日）
人権の日・学級の日

簗愛国標準警乗認蛮・補習

7日　宜野座中学校職場体験（午前中）
lI　校内研修

8日　村内校長研修（松田小学校諒闇）
II　宜野座中学校職場体験（1日）

II　クラブ活動⑧

霊茎　学級謀議着金
12日　誕生学（6年）
一総轄　三認許鶏〔維桑せこ古窯m襲撃1

13日　保健講話「眠りと食事」・補習

績離藷案養奏会
職員会議・教育課程編成会議①
学績評議委藁会。美化活動
プ吾ッジン空指導‡範穏霞へ享～3年）

音図書貸し出し終了
返本期間（～20日）
音楽朝会（3・4年）・補習

プ今ッシンク指導　好手ノ祭毎）

Sllパ・篭ヽ

窪学期終業武
生≡∴き‾一字雲集（触清澄〕

天皇誕生日（公休日）
菓養護準農薫く十位漆蓋

年末・年始休（～1／3）

⊥麺
3学期始業式

成人の日（公休日）
身体計測（幼・1－3年）

II　　　補習

11日　身体計測（4－6年）
II　　栄養指導（5年）

人権の日・学級の日・美化活動

月遊び」（幼稚園
業・委員会活動

補
の日

役員選挙
談週間（～12日）

辞書
校長

II　　幼稚園入選説明会

7日　児童会役員認証式・補習
8日　　栄養指導（6年）
9日　クラブ活動⑩
10日　辞書引き
11日　建国記念の日（公休日）
13日　読書週間（～20日）
14日　教頭講話・補習
15日　お別れ遠足（幼稚園）
16日　授業参観・美化活動
17日　新1年生入学生津明快
20日　PTA役員会
21日　補習

22日　県学力到達度調査（3－6年）
23日　PTA評議委員会
28日　ランドセル表彰・補習

※日程の変更もあります。
各月の行事や公文等でお知らせ
しますので、ご理解ください。

5・6年
してチヤレ

加して

，中学生になった時、チャンスを活か
＼と思います。
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写真3　聞き入る5・6年生　　　写真4　志良堂教育長
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